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 アカマツ平角材の乾燥（Ⅲ）－ねじれの予測－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        （担当 木材部 主任専門研究員: 久慈 敏） 

１ 研究のねらい 

 アカマツ材を乾燥する際に発生するねじれ

は、木材の繊維傾斜に起因している。板材など

では乾燥時に桟積み上部に荷重物を載せるなど

して圧締することによりねじれを軽減できる

が、平角材のような断面積が大きい材ではねじ

れを制御するのに十分な圧締を加えることは困

難である。ただし、乾燥前にねじれの予測がで

きれば乾燥材の生産性向上につながることか

ら、ねじれを予測する手段として乾燥前に繊維

傾斜を測定し、乾燥後のねじれ量との関係を調

べた。 

 

２ 繊維傾斜の測定方法 

 県産アカマツ丸太 50 本について、中央に近い

無節部分を剥皮し、引っかき式繊維走行測定器

により繊維傾斜を測定した。また、平角材に製

材した後にも同様に測定した。なお、平角材の

測定の際はなるべく板目部分の中心部を測定す

るようにした。 

３ 繊維傾斜とねじれの関係 
 丸太の繊維傾斜とねじれの関係を図１、平角

材の繊維傾斜とねじれの関係を図２に示す。な

お、平角材の繊維傾斜は４材面測定した平均値、

ねじれは乾燥後約半年間養生した材について幅

狭面２材面で測定した平均値を用いた。繊維傾

斜が大きい材は、乾燥後のねじれが大きい傾向

が見られた。丸太で測定した場合はやや値にば

らつきが見られたが、製材前にねじれをある程

度予測できることがわかった。 

 

４ 成果の活用 
 ねじれの予測に繊維傾斜の測定が有効である

ことがわかった。引っかき式による測定は比較

的容易にできるため、現場での活用が期待でき

る。 
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写真１ 丸太の繊維傾斜の測定 

 

図１　丸太の繊維傾斜とねじれ量
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写真２ 引っかき式繊維走行測定器 

 

図２　平角材の繊維傾斜とねじれ量
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